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• 健康で長生きすることは、多くの人々の願いである。また人々は、国全体
の経済が安定的に成長し、持続可能な社会保障システムが担保され、疾
病や老後への不安が解消されることも望んでいる。

• 保健・医療・介護は、人々の健康長寿や暮らしの安心を支える根幹となる
システムである。保健・医療・介護の運営やサービス提供には、官・民を含
めて多くの主体が関わっている。その中で医薬品産業は、新薬の開発など
を中心に、人々の健康を守る上で大きな役割を担う基幹産業である。

• しかしながら、医薬品産業に対する人々の信頼度や期待がどの程度であ
るかは明らかでない。また、医薬品が健康寿命延伸にもたらす貢献につい
て、人々が確かなエビデンスに基づく十分な理解を得られているとは言い
難い。さらに、人々の健康寿命延伸が国全体の経済成長をどの程度もた
らすかについて、これまでエビデンスは少ない。

• 医薬品産業が今後さらに人々の信頼を得て、医薬品による健康寿命延伸、
延いては経済成長牽引に貢献する可能性について人々の理解を得るため
には、(i)医薬品や医薬品産業に対する人々の認知度・信頼度について現
状を分析・把握すること、(ii)医薬品による健康寿命延伸に関するエビデン
スを総括・提示すること、(iii)健康寿命延伸による経済成長牽引について
のエビデンスを提示すること、などが必要である。

研究会発足の背景と
問題意識
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健康寿命延伸と経済成長牽引に関する研究会

健康寿命延伸と経済成長に医薬品産業がどのように貢献しているかを示すための
エビデンス構築に向けた研究促進、医薬品産業に関する課題の
国民的共有の進展について、客観的かつ中立的な立場から議論

※所属は、2023年3月末現在
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② 経済成長牽引に関する研究の推進
 医薬品等を通じて人々が健康に生きることが消費を活性化

し、経済活動に貢献するというエビデンスの蓄積を行うため
の研究等については、産業政策推進の観点から国が主導、
産学の協力を得て、研究を推進すべき。

医薬品産業への
信頼の醸成

医薬品産業発展
革新的新薬創出

経済成長牽引
健康寿命延伸

①②

④
理解・支援

③

① 健康寿命の延伸に向けた研究の推進
 リアルワールドデータを活用した種々の薬剤の効果比較や、

医薬品の最適な選択に関する研究等、臨床試験だけでは
証明しきれない健康寿命延伸に係るエビデンスを蓄積する
ための研究については、産官が連携し研究基盤への投資
を促進し、学はその研究をさらに推進すべき。

③ 新薬創出のためのバイオコミュニティの構築
 日本発のシーズを育て、革新的新薬として創出し続けるため

のバイオコミュニティおよび AMED 等研究支援事業に対して
産業界が早期からコミットできるセミクローズドなコミュニティ
を構築すべき。特に工学・医学・薬学・農学といった領域横断
型の研究開発については、産業界が中心となり、コミュニティ
の構築を推進すべき。

④ 医薬品産業に関する知見・知識の共有
 産業界は、医薬品産業が健康寿命延伸や経済成長牽引に

寄与する点など医薬品産業に関する知見・知識を市民と共有
し、医薬品産業理解向上のための施策を産官学でさらに強
化することを通じて、社会保障全体への信頼感の醸成にも寄
与すべき。

産 官 学産 官 学

エビデンス提示価値創出

健康寿命延伸と経済成長牽引に関する医薬品産業の貢献に係る研究と提言
～医薬品産業の未来に向けて～

産 官 学産 官 学
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本研究会による提言と研究成果の要旨

 「健康寿命延伸」、「経済成長牽引」にどれだけ貢献しているのかについて、リアルワールドデータ等を活用して客
観的に検証、エビデンスの蓄積を続け、それを発信することで、医薬品産業、ひいては社会保障制度に対する国
民の理解と信頼を醸成しつつ、日本からの新薬創出の仕組みを構築すべき。（提言）

 医薬品産業に関する用語の認知度と医薬品産業への信頼度、医薬品産業への信頼度と医療費国民負担への考
え方、それぞれの関係性を分析した。医薬品等への認知度が高いほど、医薬品産業への信頼度が高いことを示し
た。 (報告書第1章)

 予防ステージ×疾患毎に「研究が多く行われている領域/あまり行われていない領域」を「見える化」、現状把握を
した。 (報告書第2章)

 生活習慣病やがんなどに関するリアルワールドデータ研究の成果をまとめ、一連の患者管理において、医薬品は
重要な一翼を担うと示唆される点を示した。同時に、医薬品のみならず患者の疾病管理を一連の流れの中でする
ことが重要であることが明らかになった。(報告書第3章)

 実証分析に基づき、人々が健康になることによる経済効果を消費の観点から示した。健康寿命の延伸が、経済成
長の牽引につながることが示唆される。(報告書第4章)

 「新薬の創出」に関するエコシステム構築に向けて、日本発のシーズを新薬として創出し続けるバイオコミュニティ
の構築など施策の方向性を示した。（報告書第5章）
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